
天才の背中 

三島由紀夫を泣かせ、白洲次郎と食べ歩き、十八代目中村勘三郎と

親友だった男の話。                梅津貴昶／著 

 

 

東山紀之、中村勘九郎、首藤康之、白洲信哉との対話で明かす、 

歌舞伎界、ジャニーズからも絶大な信頼を受ける舞踊家の劇烈人生！ 

三島由紀夫、白洲次郎、十八代目中村勘三郎……。歌舞伎、日本舞踊の枠に収まらず各界

の“巨人”たちと本音で対峙し合ってきた著者の生き様を一冊に凝縮！ 東山紀之（俳優・

歌手）、六代目中村勘九郎（歌舞伎俳優）、首藤康之（バレエダンサー）、白洲信哉（著述家）

の著者と共鳴する 4人とともに「品」、「芸」、「踊」、「縁」のテーマを語る。十七代目中村

勘三郎ら歌舞伎役者をはじめ、白洲正子、小林秀雄、森光子、寺島千代、長嶋茂雄らのエ

ピソードが満載。 

●2019年 2月 20日発売、1500円（税別） 

 

●梅津貴昶（うめづたかあき）1948 年生まれ。花柳流、尾上流にて舞踊を学び、85 年、

歌舞伎座において第一回「梅津貴昶の会」にて梅津流初代家元を襲名する。現在までに振

り付け作品は 649曲、歌舞伎舞踊、地唄舞、クラシック、新派などの振り付けも手がける。

2019年 3月 28日、4年半ぶりの「梅津貴昶の会」を歌舞伎座で開催する。 

 

 


